












要約:予後不良な神経芽細胞腫(Neuroblastoma: NB)を早期に発見し予後を改善する目的で

生後 6 か月乳児を対象にスクリーニング(以下ス)が開始され,1995 年度までの 11 年間に

スで 1400 例が発見された。1) 1400 例の大部分は無症状で,限局性腫瘍(病期 I,III)と乳

児特有な例(IVs)が 75%を占め,進行例でも良好な予後がえられ,治癒率は 98%であった。ス

例の腫瘍組織・細胞には生物細胞遺伝学的に予後不良因子は稀にしか見られなかった。2)

スの実施に伴い NB の頻度が急増した。特に HPLC 法の導入後その傾向が顕著であった。3)

スの問題点として,乳児例の著明な増加に対応した 1 歳以上例の減少はなく, さらに進行

例の減少も明瞭でなかったことが挙げられた。その理由として,a.自然消腿例を発見し

overdiagnosis の可能性が考えられること。b.予後が年齢に強く関与し,同時に NB に

heteroge neity のある可能性,などを示した。3)今後の課題として, ス効果の適切な疫学

的研究が必要であることが指摘された。そうした成果に基づきスの最も有効な実施時期の

検討が可能となると考えられた。


